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1 ．は じ め に

　今改訂 は 「産業界 と色 彩教育 におい て JlS 色名

の 利用 範 囲 が 拡大 して お り、ニ ーズに則 した改正 が

求め られ て い る 」と い う前提 で審 議が行われ た 。 委

員会で は当初、それ ほ どの変更 を行 わ な い で 済む で

あ ろ うと考えて い たが、諸要因 の 相 互 関 係を整 え て

い く うち に多数の補 正が加 わ り、結果 的 に大 き く姿

を変えた内容にな っ てい っ た 。

　 JlS 物体色の色 名は系統色名 を 中 核 に した 体系

で あ り、お の ず か らこ こ に 時間 を費 や した 。 以 下 、

系統色名 に関する報 告と、審議の い き さ つ 等 にも 触

れて お く。た だ し本稿 は細部で 省略 した 事項が多々

あるため、規格 書本 体を通 読 した 上 で 活 用 して 下さ

るよう、あ らか じめお願い して おき た い 。

2 ，改訂 に際す る基 本方針

　系統色名 の原 案作成 に つ いて は次 の 方 針を も っ て

始め られた 。

1）系 統色 名の 区分は 、実用 を考慮 し、可 能な 範囲 で

　 見 直す 。

2 ）用 語 「ト
ー

ン」の扱い を検討す る。

　系統色名の 検討内容は成 り立 ちの仕 組 み か ら主 に

　 A 色 相環に おけ る 色名範囲 に 関す る事 項

　 B 等 色相面におけ る色域区画に関する事項

と に 分 かれ る。具体的 には 次の よ うな まとめ方で作

業が進め られ た 。

3 ．有彩色の 基本色名範囲検討の あり方

1）有彩 色 の基 本色名 にお ける 色相範囲は 現行通 りと

　 す る 。 た だ し同
一

色名範囲 にお い て 等色相面の 区

　 画 図を複数に分割す る 。

2）低彩度領域は、新たに基本色名範囲の 細分化を検

　 討す る 。

4 ，系統色名の色域区画検討 のあ り方

1）区画の 名称は 、呼称や略号 が不 自然 な場 合は補正

　 し、新しい 区画に つ い て は十分に検討する 。

　 区画 の細 分化 と全 体の 微調整 に おい て は、実用

　 上の利便性 を考慮す る。

2 ）区画の 境界は 、分類に際 して迷い が生 じに くい よ

　 うな 線引ぎ を行う 。

3 ）区画 設定 に 際する 観察条件を明 らかに して おく 。

4 ）区画 設 定は、す べ ての 系 統色名が 「JIS 標準色

　 票」収録色と対応で きる よ う工 夫する 。

5 ，系統色名の総数

　前記の 方針 に従い 、結論 と して 、総 数 350 区画で

構成さ れ る系統色名体系が得 られ た 。改訂 前 は 220

区 画 （こ れ ま で 195 ・260 ・270 ・360 等 と計算

違 い の 誤 記 が 多 く見 られ た）で あ っ たが、分割を細

か くしたことによ り、 130 区 画増 とな っ た。

　色相環における色 名範 囲 は 、修飾語 を付 して 細分

化 した場合の 20 分割は改訂前と変わらず 、た だ し等

色相面 と して は新た に 5増の 25 分割で 構成する 。

　等色相 面の 修飾語 によ る区画 は 、有彩色 ・無彩色

を合わ せ 25 に分割する 。 有彩色 13 区画 （改 訂前よ

り 1区画増）、色みを帯びた無彩色 6区画 （同じ く 1区

画増）、無彩 色が 6区画 （同 じく 1区画増）で ある 。

　25等色相面 での 総区画数 （同色名が 複数箇所 に分

布する）で は 、色空間 全体 が481 に分割され る こ と

にな る。な お 、481 区画 の 代表 値は 『JISZ8102 準

拠色名 帳 』（日本規格 協会発行）の 色票 による一覧表

で確認す る こと がで きる 。

6 ．有彩色の 基本色名範 囲に関す る審議過程

1）有彩 色の基本色名範囲に つ い て

今改定 では 色 名範 囲は そ の ま ま踏襲するこ とと し
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た 。 ただ し
一部の 色名 範 囲 は複数の 等色 相面 で 構成

する、とい う工 夫を加え た 。 この 調整に よ り系統色

名の 全体 は 20 の 色名範囲が 25 の 等色相面 チ ャ
ー ト

で組 み立 て られ る 。追加 す る色名範囲は 、黄赤 2 分

割、黄緑 3分 割、胃緑 2分割、青 2分割、合計 5増で

ある 。 同一色名で あ っ て も色相範囲 に幅 があるため、

両端 の等 色相面の 形状 （最明色の 範囲お よび色票で

の清 色ネ ッ ト）が必ず しも
一

致ぜ ず、色空間全体が

滑 らか に 通続変化す る に は分割す る べ き で あ る 、と

の理由によ る。これ によ り、色相の 自然連鎖、い わ ゆ

るナ チ ュ ラル
・
シ
ークエ ンス が成 り立ち 、系統色名

と JlS 色票との 対応関係も好 ましい もの にな っ た 。

2）低彩度領域の 色名範囲に つ い て

　色 み を帯 びた 無 彩色 と 低彩 度領域の 扱い は 、実用

上の 利便性が 強 く反 映 さ れ た 改 正 部 分で あ る 。 この

領域 は特 に建築 ・
イ ン テ リア 、フ ァ ッ シ ョ ン 業界な

どで 重 要視さ れ る た め細 分化の 要講が 潜在 して い た 。

そ こ で後 述 の 等色 相面 の 区画 細分 化 とも 関係 づ け 、

低彩度色の正 確 な 分類 ・
表 記が 出来 る よ う改 正 した 。

　旧規格 に お け る 低彩度 領域の 色名 範 囲 は 、色 相 環

が大き く 5分 割され て い たが、これを 14 に細分割す

る こ と とと した 。 こ れは 規格書本体 図3に示されて い

るよ うに 、｝O基 本色名 に、色相 修飾語を 付 した 4種

を加 えて 構成される 。 細 分化 した重 点範 囲 は 、赤 ・

黄赤 ・黄の い わゆる暖色 系で 、市場 での 出現率 が高

い色域で ある 。今改訂に よる慣用色名 （収録数 269 ）

にお いて も、出現率は こ の 3 つ の 基本色名範囲に有彩

色 （238 色名）の 週 半数 であ る 52 ．go／o （126 色名 ）

が集中して いる 。

　旧規格からすれば大幅増であるが、以前の 5分割で

は 特有の 微 妙さ を表 す こ と が 困難な ため 、慣用色名

との 不 自然な 対 応 が しば しば 起 き て い た 。例 え ば 、

ベ ージ ュ （10YR7 ／ 25 ）を 「明 る い灰 黄 」と呼ぶ

には無理があ り、改訂 後 は 「明 るい 灰 み の 赤み を帯

び た 黄」 に 変更 さ れ る 。 同 じ くセ ピ ア （10YR2 ．

5／ 2）は 「こ く暗い 黄」で あ っ た が 「こく暗い赤み

の黄」となる 。

　改訂前は 、規 格害 解 説 の 3 ．3 （2 ）で 「比 較的彩 度の

低い 色は色相 に 関す る修飾語を付けない で 表示する

こ と を 推奨す る 」 と し、本体図 3 ，に つ い て も 「色相

に 関す る修飾語 の 相互関係 とその 付 け方の 概念 を し

め した もの で 、色相区分の 方法や 区分の 在 り方 を示

した ものではない 。」 と説かれ、基準を示 す ことに消

極的な立場 をと っ た 。 その ため どの よ うに 対処 すれ

匚＝ ：＝ ＝ ＝ ：＝ ：＝ ：＝＝＝ ＝コ 31

ば良いの か 、利用者か ら疑問が 寄 ぜ られ て いた 。 区

画 の総数 がま ち ま ち に 数え られ たの は 、この 解釈の

違 い に起因す る 。 扱い 方を明確 に示 さなか っ た当時

の 理由は、色 名で は狭い 範囲が表 しに くい 、細分化

しすぎる と区別 がつ きに くく煩雑 にな る、とい うこ

とで 、審議が 先送 りさ れ て い た 。確か に指摘され る

通 り 、細分 化す れ ば表 記の 複雑 さ は 避 け られな い 。

しか し委員会 で は 、複 雑で あ っ て も体系の 完成度の

上 か ら こ の 際改正するべ き で あ ろ うと考えた 。

7 ．色域設定に 関す る審議過 程

1）区画の名称、粗密調整、細分割に つ いて

　 有彩色の 領域で は 、改訂前 の 基本色名は 修飾語 を

用 いず 「◎」 印で 示 さ れ て い た が 、新 しく 「つ よい 、

st（strong ）」の 名称を 付 した 。こ れ は 、デ
ー

タ処理に

不 都合であ る との 意見 によ る 。strong はvivid とイ メ
ー

ジが混同されやすい ため基本の 訳語 を 「st（standard ）」

に して はどうか、との 意見も提示 されたが、ISCC −

NBS 色名法以来の 慣例 に従 っ た e

　 区画 の 細分化で は 、「くす ん だ 、dl」の範 囲は 、相

対的に大 き すぎる との 理 由で 、新 し く 「や わ らかい 、

sf （soft）」 を加え、中彩度領 域の 明度区分を3段階か

ら4段階に細分化 した 。

　粗密調 整 の 考え を 導入 した の は 従 来 と大 き く異な

る 点で あ る 。色彩 市場 に おい て明 らか に 出 現頻度が

高い 色域 は、区画範囲 を相対的 に 密に す る と い う方

針で調整 した 。 こ の 時参照 した資 料は 、日
・
米 の イ

ン テ リ ア 色見 本帳お よ び フ ァ ッ シ ョ ン に お け る流 行

予測色の 実態調査で あ る。一
例を図 1に示 す 。 このデ

ー
タの 場合 、実用 色見 本 帳の 収録 総 数 3315 色 、出

現比率は 、無彩色 6 ，7 ％ 、彩度の 高 ・
中

・
低の区分で

は低彩度色が 2169 色 ・65 ．496に達 して い る。そ し

て低彩 度色 の 62 ．50／o が マ ン セ ル 明度 6．8以上で あり、

色相も 暖色系 （25R − 10Y ）が 63 ，296を占めて い る 。

フ ァ ッ シ ョ ンの 場合 は 分布 の 偏 り が や や 少 ない が、

同似の傾 向が読み取 れる 。 この種の データの 評 価は

慎重 でな けれ ばな らない が 、専門家 に は頷 ける も の

があ ろ う。

　この よ うな 実態にか ん がみ 「色み を 帯 び た無彩色」

の 範囲設定で は長時 間の 検討を行 っ た。この 領域は

通常 、近無彩色 、オ フ ニ ュ
ー トラ ル、ニ ア リ

ー
ニ ュ

ー トラル 等 と呼ばれ て い る （カラー ドも しば しば用

い られる がcolord 　peOPIe の 意 味を 持つ た め好ま しく

な い 、との 意見 があ っ た ）。
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　 　　　 図 1　 イ ン テ リア 色見本帳に おける低彩度領域　出現度 数　比較図

出典は 『カラ リン グガイ ド』（  日本塗料工 業会 1996 ）P26 所収データの 委員会用内部資料によ る。調査 対象は．19B9 −93 年発行の産 業現

場で 採用さ れてい る色見 本帳 ・54 種 類、延べ 3314 色 本 表 は低 彩度 領域 の詳 細分析 デ
ー

タ部分。（本表 の色名区 分は、東 京 FIC方式によ る）

　改定前の この 領域は簡易な区分 けと名称で あ っ た

が 、有彩色 と無彩色が 接する独 自の 領 域と して 新 し

く 「色 みを帯びた無彩色」 と 名付け た 。そ して 明度

段階の 区 画設 定を、従来の 5段階か ら6段 階に細分化

した。これは、従来の 「〜みの 臼」 「明るい 〜みの 灰

色」の 2 段階の 中間に、出現色が集中 する 「〜みの

うすい 灰色」 を加えて 3 段階に割 る方法 をと っ た 。

　 こ の 色 み を 帯 びた無彩 色 は大分類で は無 彩色 と み

な すため 、略 号も無彩色に準 じて 大文字で表記 す る 。

　 色み を帯びた無彩色 は、正確性や利便性 を得 た反

面 、い ささ か 回 り くど い 表記 に な る こ と は 否め な い 。

系統色名 の 性格 か ら して
一部で 修飾語 が重 複す る こ

とは避 け られ ず、
”・　bb

で区切 る とい う煩雑さ
・分か り

に くさ が伴 う 。 例え ば、 1　OYR811 付近は 、赤み を帯

びた黄み の （r ・
y） うすい 灰色 （plGy）、合わせ て r ・

y − plGy となる 。 こ の 点は了解をお願い し、規格書本

文の 10 ．3を参照 し、使い慣 れて いた だ くほ か はな い。

　無 彩色 で は 、基 本色名 の 略 号表 記 を従来 の 1 文字

から2 文字に改めた 。 臼はW をWt （White）に、灰色は N

（Neutral）をGy （Grey ）に、黒 はS （独語の Schwarz ）を Bk

（Black）に変え、分か りやす くな っ た 。 同時に、色み を

帯びた無彩色とも対応さ せ、無彩色の 区分を 5段階か

ら6段階 に変更 した 。 前者と同 じく 「白 （Wt ）」と 「明
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るい灰色 （ltGy）」の 2 段階を統合 し、中間に 「うす い灰色

（plGy）」を加えて細分化 してい る 。

　なお 、 1985 年の 改訂 時 にお い て 、無彩色は 明度

に関する修飾語を細分化 して 7 〜9段 階に して は ど う

か 、と の審 議が行わ れ た が 、簡潔に す る こ と を優先

し て 5段階 にな っ たいき さ つ が ある。

2）区画境界線の扱い に つ い て

　 これ まで の 系統色名体系は、い ずれも境 界線 が区

切 りの 良い 数値を境 と して 引かれて い る 。 こ の ため

データ処理の当事者 は 、打点 に際 し線上 に位置 する

場合の 扱い に 常々悩 ま され て い た 。 改訂前 は、境界

線上 に位置 す る 場合 、どち らで もよい 、または未満

に帰属 す る、とい う原則 を個々 に決めて 処理するこ

と にな っ て い た 。 そこ で今改訂で は次の ような方法

を案 出 した 。こ の 問題 は今回で す っ き り整 理 さ れ た

こ とにな る 。

　有彩色の 境界線は 、明 度 ・彩度の い ずれも 0．25 あ

る い は 0 ．75 に区画線を設定する 。 こ れ は 微妙な数値

設定 で あ る が 、次の 理 由 によ る 。マ ン セ ル 値の 表 示

は細か く表す場合でも少数以 下 は 1桁 で行わ れ るの が

慣例で ある 。 そ こ で小数 2位 数で境界 を 規定 す れば迷

い が生 じに くくな る 。

　 無彩色に おい ては 、明度区画の境 界線 は有彩色 と
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図 2　系統色名区画の JIS色票における対応関係の例 （等色相面 5R ）

同 じ扱い とす る が 、彩度範囲 に つ い て は、高明度 ほ

ど狭 く、段 階的に低 明度 ほ ど広い t とい う更 に微妙

な線引き とな っ た。こ れ は次項 の よ うな 観察条件を

設定 した ことと関係する 。規格 書本文9 ．に 記さ れ て

い る通 り、無 彩色 と色み を帯びた 無彩 色 との 区分線

は 、各彩度値が、白 0．25 、うすい 灰色 0．35 、明る

い 灰 色お よび中 位の 灰色 O ．45 、暗い 灰色 055 、黒

075 、と した 。

　例えば、ス カイ グレイ ：青み の 明るい灰色 b − ）tGy ：

75B7 ．5／O ．5 は 小分類の 無彩色 に属さな い。ス レ
ー

トグレイ ：暗い 灰色 dkGy ：25PB3 ．5XO．5 は無彩色であ

る 。 彩度 は 同じ0 ．5で あ るが L 明度が違 うため このよ

うになる 。 デ ザイ ン 実務 に おい て無彩色 と有彩色と

は ど の 彩度値で 区 分 線を 引く べ きか は しば しば話題

に さ れ る 。 デ ザイン 専門家は通常高明度の 彩度 O ．5

を有彩 色 と して扱 うが、こ こに
一つ の 目安を示 す こ

と と なるであ ろ う 。

3）観察条件に つ いて

　従 来の 系統色 名 解 説 に は 観察 条件 の 記載 が な く、

今回は これも検討事項に加えた 。

　背景が 白 とグ レ
ー

や黒の 場合 、対比 に よ り色の 見
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え 方 が 異な り、お の ず か ら明度 ・彩度 とも区 画の 線

引 き に影響 が 及 s3；。そ こ で 当規格が用い られる場合 、

マ ン セル明度 8 の背景が汎用性 の上か ら好ま しい 、と

の観察条件を前提に置いて 前記 の検討を進 めた。

4）　Jlsge． 準色票 との対応に つ い て

　 「JISZ8721 準拠JIS標準色票」 は第8版 （1993

年発行）に お い て 総収録数 2163 色と い う充実 した

内容 に改 訂さ れ た。そ こ で す べ て の 系統色名区画が

収録 色票 の い ず れか に該 当 し、現 物で確認 で ぎ る よ

うな 区画 設定 がなさ れ れ ば、実用性 が高 ま り、相乗

的な 利用 が促 され るで あ ろう 。 こ の考え方を 今回 は

取 り入れ てい る。図2 は等色相面 5R での例である 。

　 「JIS標準色票 」は高 品質の 色材で 作成さ れ てい る

が、そ れ でも 塗料に よ る た め 印刷 や染色 に比 べ て純

色で やや 低い 色域が見 られ 、また マ ン セ ル 体系 は色

相に よ つ てもともと最高彩度値が不揃い である （8〜

14の ば らつ きがある）。 その ため改訂 前は 「あざやか

な 、（VV ）」の区画線が収録色票の外側に引かれる色域

が生 じ、現物を眼で 確かめ られな い部分があ っ た （こ

の不都合は 「ISCC − NBS 色 名法」と 「Munsell　Book

of　Color」 におい ても 同様で あ る ）。 しか しな がらJIS
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色票 の 最高 彩度 色は、マ ン セ ル 彩度値と か か わ D な

く知 覚的に は等 価値性の あ る純 色とみ なされて い る

ため 、実用上 で は 最高彩 度 色 を 「あざやかな」 とす

る方 が好ま しい。

　な お 審 議 途中 で 各系統 色名 の 代 表 値 （セ ン トラ

ル
・
ノ
ー

テ イシ ョ ン ）を 設定す るか ど う かの 検討も

されたが、JIS色票 との 関連づけ がな さ れ れ ば t あえ

て必要がなかろ うと して見 送 られ た 。

5）その他の検討事項

　 区 画 設 定に 関 し、数理的な順序関係の 成 り立 ち に

つ い て 追記 して おきた い 。等色相面 に お け る 色域の

区切 り方 には 二 つ の 考え 方が あ る 。

一
つ は 、す べ て

の 色 が連 続的な 変 化 として配 列 で きる線引き の 方法、

こ れ は コ ン ピ ュ
ータ処理 に好ま しい 。 い ま

一
つ は 、

色の 変化 を離散 的に配列する方法、こ れ は 図面 上 で

分 か りや す く、手 作業 に適 して い る 。今回 は 系統 色

名の
一

般 的な 用途に照 ら し、厳密さ よ D も利 便性 を

と る べ き で あ ろ うと の 見解で 、離散的な線引き と し

た 。 前 者を 採用 す る 場合は、すべ て の 区画 が凸の 形

状で 構成さ れね ば な らな い。仮 に凹 の 部分 があれば、

あ る色 と あ る 色 の 平 均値が 2 色の 色域外 に 帰属す る 、

と い う 問題 が生 じ得 る 。 しか し この 場合 、マ ン セ ル

等 色 相 面 を 垂直線 と水平線で分 割するこ と は 困難で 、

ここ に 斜線 が加わ っ て 区画 図 が 複雑化 す る 。これ は

2）区画境界線の扱い と相容れ ない こ ともあ り、後者

を 選ん だ 。 lSCC − NBS 色名法等の 系統色名の

場 合も 離散的で 同 様の 問題 を含ん で い る が 、これ に

つ い て は次期改訂時の検討に委ねてお き たい 。

8 ，卜
一

ンの 用語に っ いて の審議

　過 去数次 の委員 会で 「明度及 び彩度 に 関す る修飾

語」の 適切 性、JIS用語と して 「ト
ー

ン」 を用 い るこ

と の 是非 、こ れ に つ い て は 熱心 に 討 議さ れて きた 。

しか しそ の 時の 内容 が記 録 と して 明 らか に さ れ て い

ない 。 そ こで 今委員会 は調査 資料等を 今後 の 関 係者

に引き 継ぎたい と考えて い る。関心 の 持た れ る 部分

で あろ うから、い きさつ を やや詳しく紹介 してお く。

　 トーン の 概念は 初等色 彩教育 とデザイ ン や配色に

多用 され 、わ が国にお ける色彩基 本用語 の
一

つ にな

っ て い る 。 JIS物体色の色名 にお ける 系統 色 名 は 、俗

にHue ＆ Tone 　Color　System と呼 ばれ る 2 属 性に よる

色彩 体系 の 一種 であ る。そ こで 「トーン ：tone 」採

用の 適否 を基本問題に加えて 審議を進めた 。

　先 に結論をい えば 「明度及び 彩度に 関す る修飾語 」
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を継承 し 「ト
ー

ン 」 は原則 と して 用 い ない 、と した 。

理 由は 国 際 的整 合 1生に欠 け る こ と に よる 。 ただ し、

今改訂で は 参 考扱い で ト
ー

ンの 語 義を規格 書本体 に

記 してお くこと と した 。

　導入を要望する意見は次の よ う に要約できる。

　 「明度及 び彩度に 関す る 修飾語 」 は仮 の 用語 であ

っ て 、適当とは 思えな い 。 「卜
一

ン」は 日本語 化 した

用語と して広 くに普 及 して お り、語意で 間違い と言

え な い 限 り排除する こ とは 不 自然な 選択 であ る。わ

が国 で 用 い る 場合、カナ 文字用語 と し、定 義 を明 ら

かにすれば、英訳も済む であ ろ う。

　 こ の よ うな 意見 は こ れまで も繰 り返 し提起 され て

き た 。そ こで この 際、 トーン
’
tone の 用例を改め て

洗い あげる こととな っ た 。

　 海外 の 辞 書 と色彩文献 を 調べ た 限 り、英
・
仏

・

伊 ・
西

・独 ・露 等 の 各 国で 、英語 で の tone あるい は

その 関連 語 は 多数 登 場 す る が、日 本の色彩界で 通常

用 い られ る 「明度 と彩度の 複合概念」と 同 じ語意 は

見 い だす こ とが で き な い 。 トーン は 通 常tintと shade

に 同 じとさ れ 、明度
・
彩度の み な らず 、色相の 変化

も 含まれ た解 釈が多 くの場合に なされて い る 。 TONE

を濁色 に 限定 して 用い る例もある 。

　 明 度 と 彩 度の 複合概念 を意 味す る と思 わ れ る類語

をあ え て 選べ ば 、次の 3種 が考え られ る 。

　 ◎　color 　name 　block （ISCC − NBS 色名法）

　 ◎　hue 　modlfieres （Kelly＆ Judd ： UniversaI

　　　 langage　and 　d［ctionary 　of　names ，NBS 　Publ ’

　　　 440
’
Color）

　 ◎ 　　nuance 　（NCS ）

　 用語 の 解釈 に 明 る い 委員 に よ れば 、無難 な選 択 は

  であ ろう、との こ とで あ る が 、い ず れ も 適 当な 代

案とは考え に くい。

　 日本語辞 書に おい て も ト
ーン は 「音調 、音色 、色

調 、雰 囲 気」等 と説明されて い る 。 ト
ー

ン の 多義性

は もともと音楽用語に由来す るた めであ ろ う。

　 そ こで 造語も 検討 した 。しば しば用 い られ る 「色

調 （色の 調子の 略）」を定 義づ けて採 用す る方法が考

えられ 、積極的に支 持す る委員もあ っ た 。 しか し こ

れも色相と紛 らわ しくなる とい う難点 があ る 。 他 に

「明彩調／彩明調」

「明彩度／ 彩 明度」

「等色相面 区 画語／色名範囲修飾語」

等も あ り うる 。 しが し意味は 適切 で あ っ て も語 感が

馴染みに くい 、かえ っ て 分か りに く くな る、等で い
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ま ひと つ 採用 し難い 。

　 こ の よ う な 経 過 に よ っ て 、 JISの 国 際 規 格

（ISO／IEC）と の 整合性の 観点か ら 、や は り無 理押 しは

避け る べ き で あ ろ う との 結論で 収め る こ と とな っ た 。

た だ し規格書本体に 1 行だ け加え て お くこ と に す る 。

71 の 末尾 「参考　有 彩色の 明度及 び彩度 に関す る 修

飾語を付 けた色 の範 囲 を、ト
ーン と呼ぶ こ ともあ る 。」

の部分で ある 。 最終判 断では、 卜
一

ン を用語 と して

消極的なが ら許容 した こと にな っ て いる 。

9 ．終 りに
一系統色名分類の簡素化と複雑化

　 「系統色名は簡素化 するこ とが 本来 で あ り、複雑

な区分 はむ しろ改悪である 。 」要旨で この よ うな 強い

意見が 委員 に寄せ られ て い る 。 本来 、系 統 色名 は色

表示 の 便法の
一種で あるか ら、異論 があ っ て も不 思

議で ない 。 受取が事後 で あ っ たた め 委員会 で検 討さ

れなか っ た が 、こ れ は 基本 に か か わ る 問題 で あ り 、

個 人的見解で はあ る が、以 下 に付記 しておきたい 。

　 まず 現 規格 に至 っ た経過を簡 単に振 り返 っ て みる 。

こ こで は系統色名に 関連する内容に 限 り、慣用色名

に つ い て の 意見や審議には 触れ な いで お く。

　色 名 研 究 は本学会発定当時 （色彩科学協会と呼ば

れ た）か らの 検討課題 で あ D 、 1948 年 に関東 ・関

西両支部で委員会が持たれて い る 。

　 1955 年に は JIS色 名原案 作 成が行わ れ 、 1957 年

に 「JIS　 Z　 8102 色名 」が制定さ れ た。当時の 系統色

名 （
一般色名 と呼 ばれ た）は概略次の よ うに組み立

て られ て い る 。 有彩色の 基本色名は マ ン セル 色相に

準 じ赤〜赤紫の IO種 （色相 に関す る修飾語 を付 した

場合は 30 種 ）、無彩 色は 5段階、等色相面 にお ける有

彩色の 明度 及 び彩 度 に 関 す る 修飾 語 は 12 種類 、内、

基 本色 名は ○で表す 。 こ れ らは い ず れ も相互関係を

示す だ け で 、そ の 範 囲は 数値 で 明 示さ れ て い な い 。

その後 1961 年 に小改 正が なさ れ てい る 。

　 1968 年 に 日本色彩学会 色名分科 会が見 直 しを行

い 、色 名 区 分と 等色相面 の 区 画 を明 らか に し た 答 申

案がまとめ られ たが、改訂審議 まで に至 らな か っ た 。

しか しこ の 案 は 後に 生 か さ れる 。 な お この 時の 審 議

で は、色 名 範 囲 は あ い ま い で あ る の が 本来 で あ る 、

と す る 考 え方 が あ り 、境 界線 の 処 理方 法 につ い て 、

三 属 性 に よる 許 容幅 （H ± 2 ．O 、　 V ± 0 ．25 、　 C ±

0．5）を設 けて いた 。 標準 化と は取 D 決め を行 うこ と

で あるが 、あ い まい さ と厳密 さ との 関係 は分 か りに

く い 。
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　 1985 年改訂で は 、前年に 「JIS　Z8110 光 源色の

色名」が制定されたた め 、物体色の色名 に改め た 。

　改訂 の 主な内容は 次の 通 り である 。

一般色 名の 呼

称を系統色名に変更 した 。 修飾語の 「にぶ い 」「さ え

た 」 「ふかい」 を廃止 し、「くすんだ」 「明る い 」 「こ

い 」 を採用 した 。 系統色名の
一

点表示 は 区画 表示 に

変更す る、つ ま り有彩色は、 10の 基本色名に、有彩

色の修飾語を加えた合計 20 の 色名範囲がマ ン セル 色

相値で 明示 された 。 そ して明度 ・彩度の 修飾 語 も 等

色相面 上 に 区分線が 引か れた 。ただ し低 彩度 領域の

色 名 範 囲 に つ い て は前述 6 ．2 ）の よ うに 未解決の 不明

瞭さが 残され てい た 。 そ して今回の改訂 に至る 。

　遠回 りの解説にな っ たが、簡素化の 話 に戻す 。

　数次の 改訂は 確か に 複 雑化 の 歩み で あ っ た 。 しか

し表示 ・伝達 や 調査 で精度 を 保 つ た め徐 々 に あ い ま

い さ が除 か れ 、メ ジ ャ
ー

と しての 役 割が備わる こ と

で普 遍 性 ・利便性が 高め ら れ て き た 。そ し て 今改 訂

で系統色 名と して の 必要 条件 は ほ ぼ 整 え られ た と 考

え られ る 。この 流れ は そ れ な りに必 然で あ り、簡素

化 を論議 す る場面 は全 く 無 か っ た と 記 憶す る 。 個人

的 に は 、今改訂 は程 よ い 折 り合い に 納ま っ た と考え

て い る 。

　ただ今後にお い て、こ の 議論は必要であ ろ う 。

　
一

体 、簡 素 化 は ど こ ま で 可 能 で あ る の か 、仮 に

lOO 分類を割 っ て も系統色名体系と して 成立 するで

あろ うか 。 その 場合 、現体系を崩さ ない ま ま 分類単

位を統合す る こ と で 大き な ブ ロ ッ ク割 りが で き る の

か 、それ と も 異な る 原理 に則 っ て簡 便か つ 十 分な 手

法が考えられ るの か 。

　 こ の 質問か らは、更に重要なも う
一

方の 問題が 導

き出される 。 つ ま り系統色名体系 と し て 細分化の 限

界は ど こ にあ るの だ ろ うか 。簡便に 2属 性で 色を表す

方法は 、仮に 1000 分類 を越 えれ ば修飾語の 乱用 で
層

収拾 がつ か なくな り、3属性表記の ほ うが単純明快に

なる 。

　系統色 名 と して の 適切 な 分類数は 100 か ら 1000

の 間に あ る こ とは 確 か で あ る 。 恐 らく解 は、前半 な

い し中間 にあ ろ う 。 利用 目的 によ っ て 適合す る分類

数は 異な る が、JIS系統 色名の 場合、分 類数 は ど の 程

度の 幅が 好 ま しい の か 、それ は何故な の か。論拠 が

今は ど こにも示さ れて い ない 。

　 この 際 、簡素 化 であ れ 複雑化で あれ 、批判 で は な

く提案を寄せて下さるよ うお願い して お きたい 。


